


金
光

充実Iラ|テ|ンレツスン12本立てrt:

::ダン
ー
スまる|‐ごとDVD=
ぬ:肉:容|を
―
紹1介 !

〓
イ
を
走
●
で

や
ヽ

恥
〓
）

金
光
進
陪

二
日
田
奈
津
子

ポ
リ
ュ
ー

．魅
せ
る
男
と

Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
ラ
テ
ン
フ
ア
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
大
活
躍
中
の

金
光
進
陪

・
吉
田
奈
津
子
組
が
メ
イ
ン
の
レ
ツ
ス
ン
モ
デ
ル
を
担
当
。

Ｌ
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
」
を
テ
ー
マ
に
、

一ど
う
や
つ
た
ら
男
ら
し
さ
と
女
ら
し
さ
が
出
せ
る
の
か
、

一み
つ
ち
り
と
レ
ツ
ス
ン
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ル
ン
バ
の
特
別
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
収
録
。
お
楽
し
み
に
！

「
ョ
ー
ー
月

一　

一
６

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ

鍵
属
震
襲肇キ”一”〓議一縦
祢
船
鱗
数
路
嗜
一輩
イ
■
一一一一一編
球
，

馨 |:,場
！

早川組企画プロデユース
「ダンスの本当のトコロ」

読者公開レッスン
楽しく学べるコーナーとして人気の「ダン

スの本当のトコロ」。8月号では早川組

が講師をつとめ、『読者公開レッスン(ラ

テン編)』 の内容でお届けします。人の

振り見て我が振りを直せ!

nfo@ds― ondon com  www ds ondon com

同書 (英語版 )/DVD(日 本語を含む5カ国版 )はトータルダンスショップひまわりで扱っています
(1壁 03・ 6435・ 1152)

― |=し

'ヽ

建の1動き

'■

■■
=→

=レ
ベル111

46



人
間
の
身
体

（人
体
）
は
実
に

よ
く
出
来
て
い
て
、
隅
々
に
至
る

ま
で
完
璧
に
協
調
し
合
っ
て
機
能

し
て
い
ま
す
。
人
体
に
は
約
６０
兆

個
と
も
言
わ
れ
る

『細
胞
』
が
存

在
し
ま
す
。
同
じ
目
的
や
働
き
を

持
つ
綱
胞
の
集
合
体
を

『組
織
』

と
い
い
、
結
合
組
織
や
上
皮
組
織

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
次
に
同
じ
目

的
や
働
き
を
持
つ
組
織
の
集
合
体

は

『器
官
』
と
呼
ば
れ
胃
、
肺
、

筋
肉
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
同
じ
目
的
や
働
き
を
持
つ
器
官

の
集
合
体
を

『系
統

（器
官
系
こ

と
し
て
呼
吸
、
循
環
、
消
化
、
泌

尿
、
生
殖
、
内
分
泌
、
感
覚
、
骨

格
、
筋
肉
、
神
経
の
１０
系
統
が
あ

り
ま
す
。

人
間
の
身
体
の
中
は

『生
き

る
』
と
い
う
目
的
の
た
め
に
協
調

し
、
お
互
い
に
連
絡
し
合
っ
て
働

い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
そ
れ
が
『歩

く
』
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
場
合

に
も
、
感
覚
器
系
の
系
統
の
中
で

視
覚
や
聴
覚
の
器
官
が
平
地
な

の
か
、
坂
道
な
の
か
、
フ
ラ
ッ
ト

な
の
か
、
滑
り
や
す
い
の
か
な
ど

の
外
的
環
境
の
情
報
を
取
り
入

れ
ま
す
。
状
況
変
化
に
適
応
し
て

過
去
に
学
習
し
た
実
績
に
伴
い
脳

神
経
系
に
働
き
か
け
、
筋
肉
を
制

御
し
て
骨
格
系
の
関
節
を
動
か

し
ス
ム
ー
ズ
に
歩
け
る
よ
う
に
働

く
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
３
回
ほ
ど
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
全
て
足
部
に
お

け
る

『歩
行
』
に
関
連
し
た
内
容

で
し
た
。

連
載
１
回
目

（６
月
号
）
に
お

き
ま
し
て

『踵
』
が
外
側
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
致
し
ま
し

た
。
通
常
足
の
形
だ
け
を
捉
え
て

踵
を
見
ま
す
と
、
踵
の
骨
の
形
は

足
の
表
面
と
類
似
し
て
い
る
よ
う

に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

実
際
の
踵
骨
は
踵
の
外
側
の
部

分
の
み
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
ダ

ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
に
限
ら
ず
、
私
達

の
靴
の
ヒ
ー
ル
の
外
側
だ
け
が
著

し
く
擦
り
減
っ
て
し
ま
う
の
は
、

踵
骨
が
外
側
に
あ
る
か
ら
な
ん
で

す
。

か

か

と

２
回
目

（７
月
号
）
で
は
、
足

部
に
は
土
台
と
な
る
足
根
骨
７

個
、
甲
の
部
分
に
あ
た
る
中
足
骨

５
個
、
指
の
趾
骨
１４
個
の
骨
が
あ

り
、
第
１
か
ら
第
３
趾
～
第
１

か
ら
第
３
中
足
骨
～
第
１
か
ら

第
３
楔
状
骨
～
舟
状
骨
～
距
骨

と
い
う
連
結
と
、
第
４
か
ら
第

５
趾
～
第
４
か
ら
第
５
中
足
骨

～
立
方
骨
～
踵
骨
と
い
う
連
結

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
、
足

首

（距
腿
関
節
）
を
構
成
し
て
い

る
距
骨
と
下
腿
の
肛
骨
誹
骨
の
連

結
か
ら
考
え
ま
し
て
、
歩
行
の
際

に
踵
か
ら
の
体
重
移
動
は
距
骨
～

舟
状
骨
～
楔
状
骨
～
第
１
か
ら

第
３
中
足
骨
～
第
１
か
ら
第
３

趾
の
方
向
性
へ
移
行
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
今
号
の
テ
ー
マ
の
３
回

に
渡
る
足
部
の
内
容
を
ま
と
め
ま

す
と
…
…

歩
行
に
お
き
ま
し
て
は
ま
ず

踵
の
外
側
が
床
を
捉
え
、
移
動
す

る
た
め
の
推
進
力
を
生
む
た
め
に

足
関
節

（距
腿
関
節
）
を
使
い
加

重
を
爪
先
方
向

へ
移
行
し
ま
す

が
、
足
関
節

（距
腿
関
節
）
の
関

節
面
で
あ
り
ま
す
距
骨
滑
車

（足

部
の
足
根
骨
の

一
つ
で
あ
る
距
骨

の
上
面
）
を
滑
り
、
舵
取
り

（ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
の
語
源
と
な
っ

て
い
る
舟
状
骨
を
通
過
し
て
足
先

方
向
へ
加
重
が
か
か
る
よ
う
に
で

き
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
距
骨
滑

車
の
前
側
が
台
形
の
長
い
面
で
あ

る
た
め
、
足
関
節
の
動
き
の
ぐ
ら

つ
き
を
防
止
し
、
捻
挫
な
ど
の
故

障
か
ら
守
る
役
目
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

今
回
で
足
部
に
つ
き
ま
し
て
の

内
容
は
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。
足

部
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

や
、
ダ
ン
ス
に
役
立
つ
よ
う
な
こ

と
は
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？
　
次

号
か
ら

『歩
行
』
に
関
す
る
内
容

の

『膝
』
に
入
っ
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

「踵
Ｌ
足
首
Ｌ
足
関
節
」
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
で

『正
し
く
歩
く
こ
と
』
と
は
何
か
を
学
ん
だ
全
３
回

■過去 3回分のテーマと内容

踵は足の中心より外側に位置する 回転時の正しい加重のかけ方

足首と連結している足骨とは ライズ時の正しい加重のかけ方

『足関節』 足関節における関節面の構成 アップ時の正しい加重のかけ方
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●
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；
始
■
，
■
一す
ず
■
の
一足
の
上
●

体
重
が
乗
，
切
つ
た
時
点
で
，
膝

は
伸
び
て
●
〓
す
●
次
に
，
一早
●

一の
ラ
イ
ズ
一を
起
●
ｔ
Ｆ
回
転
が
一加

わ
‘
中
で
加
速
が
始
ま
，
■
を
の

ス
‐‐‐―ピー一■
ギ
が
一最
■
速
ぐ
な
一る
一の
は

第
一■
一一一Ｑ
で
一す
●
一を
， ご
一が
一ら
■
一第

，
Ｑ
を
通
●
■
●
イ
ン
グ
が
終
わ

る
●
●
る
ま
で
ボ
一ブ
●
●
ス
で
， ■

ギ
は
一徐
一々
一●
一落
一ち
一で
一行
一〓
一な
が

〓
ず
次
の
ス
●
■
●
一カ
ウ
ン
■
前

半
■
入
´
て
看
〓
ま
す
ｒ
●
●
■
一

●
先
一は
一ど
ギ
「
■
一歩
日
の
シ
ラ
一下

独
煙
詩
諭
一」一年
撃
～ｂｖ編爺

麟
瞥

骰

一

一

　

　

面

卍
嬌

　

山

て

来
振
り
返
つ
た
と
き
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
の
顔
が
…
…
見
た
い
よ
う
な
見
た
く
な
い
よ
う
な

（汗
）
ｂｙ
編
集
部
　
　
一

力
み
過
ぎ
て
、
コ
ン
ト
ラ
チ
ェ
ッ
ク
が
え
，
ボ
披
．け
た
ｏ

（滋
賀
県
・ケ
ン
ち
や
ん
）

※
ハ
ー
ト
ナ
ー
さ
ん
の
安
否
が
ち
ょ
っ
ど
心
配
で
す

球
編
集
部

相
手
の
り
■
ド
が
わ
か
ら
ず
、

ズ
を
し
て
し
ま
っ
た
。

時呻］嘘証」″”一“岬「軍様融帥確罐級「報暉なメで

一禅
ｋ
¨
維
紗
』
私
惟
漱
姜
一
一
が
で
き
て
一ヽ
一
）と
を
心
か
ら
願
いま
す

進
鐘
隕
孟

り
が

*1 クロース・ホールド (C ose Ho d):こ こでは通常の
ダンス・ホール ドと理角翠してよいでしょう。
*2 フェザー・フィニッシュ :リ バース・ターン後半の
ステップを取り出してこう呼びます。
*3 コモン・フォール ト (Common Faut):広 く行なわ
れている誤り。
*4 ウィーフ・エンディング (Weave End ng)|ウ ィー
ブ後半のステップを取り出してこう呼びます。
*5 バック・スリー・ステップ (Back Three Step):男
性後退で行なうスリー・ステップのこと。このとき、

女性は男性のスリー・ステップを踊ります。
*6 レン・グッドマン (Leonard Goodma∩ )1944年
英国生まれ。TVパ ーソナリティ、タンス教師および
ダンサー。カールアラン賞受賞者。

|● ICOIヽTEヽ T,■|||■ ||■ |■
まえl・き||||||||||||||||||||||

第|1章|●ま■すぐユち.ましよう|■|||■

|"|´1事|||||´ド||||,||||||||||
1第|'章■■君の足,ま大1丈夫■足の動き方

第■1章|1継続的な上下違動|||||■

1葬|,1亭 |■ 1甲●

`|‐

口■て||||■■■||

1第 |‐0寧|||ネウ|イレ■,|||||||||||
1第171章■|プロームチ■ドとラ芽■ラウiイ■|

1第

`1章

■■ダンスに役立つ●ンド■■■|■

第191章■|メイド||イン■″
'‐

′ゼンチン|||

1第■01章 ||,■ドと|ヽ1■ケ|■シ|ン||■

第■●章■ホビ■の金言■女性の役害け|
第■
'章
■ダンスの歴史を少 |々|■■■■

第11,章■|′′

`ボ

ビ|●ア|ビン■言|
|■■‐■■■少しだ0サ■||■ ||■ ||■ |■■■|

第■4章■警1者につ―|ヽて,‐■|■ |■ |■■

|● |‐,RO,lLEIIIIII■ |■|||||
む

'■

皮|ボビ■●テ■ビシ1立二
=||

1'5‐′年に結1婚し●力,プ ,‐|として競技|
生1活を開1始ま160年

～
168年の1間に■|

ナイン■ダンス●ラテン■ボ■ルル■41
の世界タイトルを113回1獲得したよ■|■■

アンケートヘのこ協力
ありがとうこざいました!
by編集部―同

読者のお便りはP156「読者フロア」ヘ
※掲載さねた皆さまには、特製ダンスお守りをお送りいたします。
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●
●
，
一Ｑ
一Ｑ
年
〓
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●
●
一み
‘
●

ｔ
●
非
常
●
難
し
，
と
感
じ
ま
す
●

が
，
今
Ｉ
Ｉ
，
一Ｑ
Ｑ
，
●
‐―で‐‐‐―一歩
一

一●
‘
み
る
ｔ
●
■
一の
方
が
ず
つ
一と
●

楽
一●
動
■
一る
一０
が
一分
●
，
一〓
一す
ｆ
一

そ
れ
一は
ス
●
一■
一
カ
ウ
ン
ト
一に
入
つ
■

一で
●
一●
〓
〓
に
ボ
一デ
イ
，
ス‐‐―
一じ
一■
●

一ギ
び
燃
ｔ
一て

，
く

，
■
で
す
ず
理

論
力
４
一話
を
す
‘
■
●
´
●
■
一

一カ
ウ
ン
■
の
終
わ
，
か
ら
次
の
一ク

一４
，
′
―――ｌｔｌ‐‐
が
一け
で
え
一ピ
一■
一ド
一を
培

一し
て
行
一
■

，
れ
よ
な

，
Ｉ
一
な

一な
‐‐‐ら‐‐‐‐
■
一一一４
一■
■
一―の―‐‐‐
一〓■
一
一ズ
一■
一■
一ド

を
■
●
●
●
一
一
´
一
●
グ
●
″

，
て
落
■
す
０
は
，
理
●
か
な
わ

一な
い
一こ
一と
に
な
，
ま
す
ｒ
●
■
■
一

●
第
■
一一一Ｑ
‘
加
速
０
＾
デ
，
ブ

で
い一一一一一′
●
■
‐―の―‐
後
の
第
■
Ｑ
■
ｔ

て
〓

然
●
行
な
わ
れ
る
事
で
す
「

実‐
際
●
ガ
，
プ
ル
が
一第
一
‐‐１１‐‐‐‐‐
一グ
一４
，

′
を
小
節

‐―の―
・■
拍

‐‐‐―日‐‐
■
あ
わ
せ
て

踊
●
で
●
４
の
を
■
，
●
●
年
代

の
映
像
の
中
で
見
る
事
が
‘
〓
〓

す
ｒ
一ｔ
ｔ
一る
が

，
今
Ｉ
●
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嶋辣眈好きなビタチギご票晰 キング
1位 スローアウェイ・オーバースウェイ
2位 コントラチェック
3位 セイムフットランジ

今回の読者アンケートで「好きな～」のトップはスローアウェイ・オーバースウェイ!
断トツであつたことを考えると、これを征したカップルIよ、フロアの憧れの的になる
こと請け合いです! 皆さん、がんばりましょう!!
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原書『アービン・レガシー』は英国のDS(ダンススポート・インターナショ

ナル社)から出版されており、この記事はDSI社の許可の下掲載されて

います。なお、本書を映像化したD∨Dも同じタイトルで、同社から発売

されています。 (注 :書籍とは内容を異にしている部分もあります)
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同書 (英語版)/DVD(日 本語を含む5カ国版)はトータルダンスショップひまわりで扱っています
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